
42. 形容詞の比較変化 (1) 
 

1. 比較級と最上級の作り方 
 英語の比較級と最上級の作り方は少し複雑で、形容詞の原級に -er, -est をつける場合と more, 
most をつける場合の２とおりがあります。古い時代の英語はドイツ語と同様の -er, -est をつけて
比較級と最上級を作っていましたが、のちの時代にフランス語の影響を受けて more, most をつける
方法も使われるようになりました。いまでは原則として１音節の形容詞は -er, -est をつけ、原則とし
て３音節以上の形容詞は more, most をつけることになっています。しかしドイツ語はどんな形容詞に
も -er, -(e)st という語尾をつけて比較級と最上級を作ります。 
 a. 規則的な比較級と最上級 
 基本的には原級に -er をつけて比較級とし、-(e)st をつけて最上級とします。 
 
     原級    比較級    最上級 
 「小さい」   klein   kleiner    kleinst 
 「勤勉な」   fleißig   fleißiger   fleißigst 
 ただし、英語ともっともことなっている点は１音節の形容詞で幹母音が a, o, u (au は除く)をもつも
のは比較級と最上級でほとんど変音するということです。どの形容詞が変音するかということは辞書で調

べればその形容詞の見出し語のあとに示してあります。 
 「若い」   jung    jünger    jüngst 
 「強い」   stark   stärker    stärkst 
 原級が -d, -t, -s, -ss, -ß, -x, -z, -tz あるいは母音で終わる形容詞の最上級は発音
の都合上 -est をつけます。 
 「年老いた」   alt    älter    ältest 
 「短い」   kurz    kürzer    kürzest 
 「新しい」   neu    neuer    neuest 
 原級が -e という母音で終わる形容詞は比較級で発音の都合上 -e はないものとしてあつかわれま
す。 
 「悪い」   böse    böser    bösest 
 「賢い」   weise   weiser    weisest 
 原級が -el で終わる形容詞は比較級でやはり発音のしやすさのために -e を落とします。 
 「高貴な」   edel    edler    edelst 
 ただし edler などの d の発音は本来なら音節末のため濁らずに［ト］となるはずですが、もともと［ド］
と発音されていたためと読みやすさのために濁らせて発音されます。 
 また -en や -er で終わるものも比較級で -e を落とす場合もあります。 
 「乾燥した」   trocken   trock(e)ner   trockenst 
 「高価な」   teuer   teu(e)rer   teuerst 
 
 
 b. 不規則な比較級と最上級 
 いくつかの形容詞は英語と同様に不規則な比較変化をするものがあります。 
     原級    比較級    最上級 
 「大きい」   groß    größer    größt 
 「よい」   gut    besser    best 



 「多い」   viel    mehr     meist 
 次の２つの形容詞はこれも発音の都合上変則な形になります。 
 「高い」  hoch［ホーホ］  höher［ヘーヤー］ höchst［ヘーヒスト］ 
 「近い」  nah(e)［ナー（エ）］ näher［ネーヤー］ nächst［ネーヒスト］ 
 
2. 原級による比較 
 ２つのものが同じ程度であることを示すには so ＋原級＋ wie を用いる原級比較（あるいは同等比
較）が使われます。また強調のために eben「全く」や genau「まさに」といった副詞を so の前に加えて 
ebenso あるいは genauso とすることもあります。 
 Peter ist so groß wie Hans.   「ペーターはハンスと同じ背丈だ」 
 Peter ist ebenso groß wie Hans.  「ペーターはハンスと全く同じ背丈だ」 
 Peter ist nicht so groß wie Hans.  「ペーターはハンスほど背が高くない」 
 
3. 比較級の用法 
 a. 比較級の述語的用法 
 ２つのものを比較して一方が他方より優っていることを示すには、比較級＋ als を用います。 
 Peter ist älter als Hans.    「ペーターはハンスより年上だ」 
 「はるかに」「ずっと」という程度を示す場合は viel や weit という副詞が用いられます。 
 Peter ist viel älter als Hans.  「ペーターはハンスよりずっと年上だ」 
 「だんだん」「ますます」「次第に」などの程度が増減することをあらわす比較級は「漸層的比較」といい 
immer ＋比較級、あるいは比較級＋比較級を用います。 
 Das Kind wird immer größer.   「その子供はだんだん大きくなる」 
 Das Kind wird größer und größer.  「その子供は次第に大きくなる」 
 「すればするほど…だ」という表現は「比例的比較」といい je ＋比較級, desto (または umso)比
較級を用います。この場合 je は従属接続詞ですから定形後置の副文を作り、 desto (または umso)
は副詞であるため定形倒置の主文を作ります。 
 Je länger die Tage werden, desto kürzer werden die Nächte. 
        「昼が長くなればなるほど、夜はいっそう短くなる」 
 
 b. 比較級の付加語的用法 
 比較級が名詞を修飾する場合は形容詞の付加語的用法の語尾をつけなくてはなりません。 
 Er ist ein größerer Mann ais ich.  「彼は僕よりも背の高いおとこだ」 
 Heute haben wir schöneres Wetter als gestern. 
          「今日は昨日より天気がいい」 
 
 c. 比較級の副詞的用法 
 形容詞の比較級も副詞として使うことができます。 
 Der Wagen fuhr schneller und schneller.「車はますます速く走った」 
 
 d. 比較級の名詞的用法 
 形容詞の比較級も名詞化させて使うことができます。 
 Ich weiß noch Besseres.   「私はもっとよいことを知っている」 
 Die Schönere als die Frau weiß ich nicht. 
       「その女性より美しいひとを私は知らない」 


